
 

Ⅱ 募集人員 

  医学部医学科（県民医療推進枠）    ５人 

  （備考） 

  「県民医療推進枠」において著しく成績が悪い場合，定員に満たないことがあります。 

 

Ⅲ 出願について 

１．推 薦 要 件 

次の各号の要件すべてに該当する者です。       

(1) 香川県内の高等学校を平成30年３月に卒業見込みの者 

(2) 高等学校における学習成績，人物が優秀で，かつ，調査書の学習成績概評がＡ段階に属する者で，

学校長が責任をもって推薦できる者 

(3) 高等学校において，物理，化学及び生物（理数科にあっては，理数物理，理数化学及び理数生

物）のうちから２科目以上，数学Ⅲ，数学Ａ及び数学Ｂ（理数科にあっては，理数数学Ⅰ及び理数

数学Ⅱ）並びにコミュニケーション英語Ⅲ及び英語表現Ⅱを履修（見込みを含む。）した者 

ただし，教育課程の編成等により履修内容が上記科目区分によらない場合，また外国の高等学

校での取得単位を高等学校の卒業要件にしている者については，履修科目について弾力的に取り扱

う余地がありますので，高等学校長を通じて必ず11月22日(水)までに問い合わせてください。所定

の期日までに問い合わせのない場合は，出願を受理しません。 

(4) 合格した場合は，入学を確約できる者 

(5)「香川県医学生修学資金」の貸付けを受ける意思のある者 

(6) 将来，県が別途定める医療機関（香川県内の公立病院等）で一定期間（９年間），医師の業務に

従事する意思のある者 

  詳細は，香川県ホームページ（http://www.pref.kaga wa.lg.jp）から 「香川県医学生修学資金貸

付」で検索。 

 

推薦人員は，一般の推薦入試Ⅱ（募集定員20名）とは別に、１校につき６人までとします。 

 

香川大学医学部医学科の一般の推薦入試Ⅱに出願した方は、県民医療推進枠に出願することはできま

せん。 

 

（注）① 高等学校には、中等教育学校及び文部科学大臣が高等学校の課程と同等の課程又は相当する

課程を有するものとして認定又は指定した在外教育施設の当該課程を含みます。 

   ② 「平成30年３月に卒業見込みの者」には、「平成29年４月以降に卒業した者」を含みます。 
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２．出 願 手 続 

〔１〕出 願 期 間 

平成29年12月１日（金）から12月７日（木）まで 

 

 

〔２〕出 願 方 法 

入学志願者は〔５〕の出願書類等を取りそろえ，角形２号封筒に必要事項を記入の上，下記出願書類

等提出先に，出願期間最終日の17時までに必着（郵送期間を十分考慮してください。）するよう，必ず

「簡易書留・速達」で郵送してください。出願期間最終日の17時以降に着いた場合は，12月５日（火）

までの消印があり，かつ「簡易書留・速達」であるものに限り受け付けます。 

なお，出願期間最終日の「９時から17時まで」に限り，持参による出願を認めます。 

 

〔３〕出願書類等提出先 

 

〒761－0793  香川県木田郡三木町大字池戸1750番地１ 

        香川大学医学部学務課大学院・入学試験係        

        ＴＥＬ（０８７）８９１－２０７４ 

 

〔４〕出願に関する注意事項 

(1) 国公立大学の推薦入試（大学入試センター試験を課する推薦，免除する推薦を含めて）への出願は，

１つの大学・学部に限られます。 

(2) この推薦入試に不合格になった場合に備えて，前期日程で試験を実施する大学・学部から１つ，後

期日程で試験を実施する大学・学部から１つ，公立大学中期日程で試験を実施する大学・学部から１

つ，合計３つの大学・学部に出願することができます。 

(3) １．出願書類が不備の場合は受理できません。 

  ２．出願書類提出後は，記載内容の変更を認めません。 

  ３．払込済の検定料は，次の場合を除き，いかなる理由があっても返還しません。 

① 検定料を払い込んだが本学に出願しなかった（出願書類等を提出しなかった又は出願が     

受理されなかった）場合 

   ② 検定料を誤って二重に払い込んだ場合 

   ※ 上記①又は②に該当される方は，香川大学入試グループ TEL(087)832-1182 へご連絡くださ

い。 
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〔５〕出 願 書 類 等　（①から⑩を取りそろえ提出してください。）
ﾁｪｯｸ欄

　「平成30センター試験成績請求票（国公立推薦入試用）」が届

き次第，医学部　出願書類等提出先（４頁）へ簡易書留･速達

で送付してください｡

（本学ホームページからダウンロードした様式を用いて,パソコン

等で作成しても構いません。）

⑥ 　出身学校長が作成し，厳封してください。

　入学願書と一連の「振込依頼書（入金票）」及び「領収書」に

必要事項を記入の上，下記のそれぞれの期間内に金融機関（郵便

局・ゆうちょ銀行を除く。）の窓口で所定の検定料を振り込んで

ください(ＡＴＭは利用できません。また,振込手数料は振込人負

担です。)。その際，必ず入学願書下部の「受付金融機関出納印」

欄に押印を受けてください。

(注)　通常，金融機関の窓口取扱時間は，平日の15時までです。

　　また，土曜日，日曜日及び祝日は休業となりますので注意

　してください。

【 振 込 期 間 】 平成29年11月24日(金)～12月７日(木)

　出願以前６か月以内に撮影したものを，入学願書の写真票に

貼付してください（写真裏面に氏名・志願学部を記入してくださ

い。）。

　志願者自身が用意した長形３号封筒に志願者の住所，氏名及び
郵便番号を明記し，372円分の郵便切手を貼付してください。

　本学所定の用紙に，推薦する学校長の学校名，所在地，郵便番
号及び電話番号を記入してください。

　本学所定の用紙に，志願者の氏名，合格通知書を受け取る際の
住所，郵便番号及び電話番号を記入してください。

（注２）角形２号封筒を使用して提出してください。

（注１）①，②，③，⑤，⑦，⑩は香川大学のホームページ（http://www.kagawa-u.ac.jp/admission/
　　　admission_guide/）からダウンロードのうえ印刷した様式を用いてください。
　　　　なお、出願書類の様式は、高等学校に送付しておりますので、学校にご相談ください。

本 人 あ て

⑩

受 験 票
送 付 用 封 筒

⑨

調 査 書

検 定 料

学 校 長 あ て

　本学所定の用紙を用いて出身学校長が作成し,厳封してください｡

17,000円

あて名票

推 薦 書

注　　　意　　　事　　　項

　本学所定の用紙に志願者本人が直筆で記入してください。

　本学所定の用紙に志願者本人が直筆で記入してください。③

写 真⑧

大学入試センター試験

出　願　書　類　等

⑤

入 学 願 書①

⑦

　本学所定の用紙に必要事項を記入してください。

②

④ 成 績 請 求 票

志 望 理 由 書

県民医療推進枠志望理由書
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３．選 抜 方 法 

〔１〕大学入試センター試験の利用教科・科目等 

大学入試センター試験の利用教科・科目及び利用方法は，別表（７頁）のとおりです。 

大学入試センター試験の理科②の試験時間において，２科目を受験する場合は，解答順に前半に受験

した科目を「第１解答科目」，後半に受験した科目を「第２解答科目」とします。 

   

〔２〕個別学力検査等の実施教科・科目等  

   個別学力検査等の実施教科・科目等及び学部ごとの選抜方法は，別表（７頁）のとおりです。 

 

〔３〕大学入試センター試験・個別学力検査等の配点等 

大学入試センター試験・個別学力検査等の配点等は，別表（７頁）のとおりです。 

 

〔４〕選抜方法等について 

【医学部】（医学科）  

・ 学校長から提出される推薦書及び調査書の内容並びに本学部が実施する小論文及び面接の結果を総 

合的に判断し，大学入試センター試験の成績を参考にして合格者を決定します。 

・ 大学入試センター試験の『英語』は，リスニングの成績を利用します。ただし，大学入試センター

からリスニングを免除された者は，筆記試験のみとします。 
 

  《合否判定基準》 

   ア 小論文と面接評価の総合点で順位を決定します。 

ただし，小論文又は面接のいずれか一方を受験していない場合は,本学の合格者とはなりません。 

イ 本学が指定した大学入試センター試験の成績が本学の定める基準に満たない者は，成績の如何に 

かかわらず不合格とします。また、面接の結果をもって不合格となることがあります。 

ウ 上記に加え香川県による面接の結果も参考として合否を決定します。 

※上記の合否判定基準に関する個別の問い合わせについては，応じられません。 
 

① 小 論 文 

小論文は，単なる作文力のテストではなく，学校長から提出される推薦書及び調査書の記載内

容等を補完するとともに，大学入試センター試験ではみることができない論理的思考力，倫理観，

社会性等をみるために行います。 

小論文の出題は，英語による問題（小論文Ⅰ）と日本語による理科系の論述式問題（小論文Ⅱ） 

とします。 

② 面  接 

面接は，医師及び医学研究者となるにふさわしい適性をみるために行います。 

なお，志望理由書，推薦書，調査書を面接の重要な資料として用います。 

また、香川県による面接も実施されます。 
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